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 主催:静岡市清水産業・情報プラザ（指定管理者：静岡商工会議所） 共催:新産業開発振興機構 

 

第９７回（平成 2７年度第５回）産学官交流のご案内を致します。 

今回は静岡大学にご協力いただき、下記内容の講演会を開催します。是非この機会に大学関係者・講演者と交

流され、今後の事業活動等にお役立ていただきますようご案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参 加 料 無料 （交流会・参加者は 1,000円／ 軽食・飲物を用意いたします） 

  定 員 ３０人 

  申込方法 下記申込書に記入してＦａｘ、E-mailで申し込み下さい。 

  事 務 局 静岡商工会議所 新産業課（担当：西村、相磯） 

TEL:054-355-5400  FAX:054-340-5117  E-mail:info2@nio-s.net 

※ 大学側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。 

※ 尚、申込書に記入いただいた情報は、静岡商工会議所からの各種連絡・情報提供に利用する事がありますこと

をご了承下さい。 

 

第９７回「産学官交流」講演会・交流会 参加申込書（静岡大学） 

   平成２７年１１月１９日（木）開催                        Ｆａｘ 054-340-5117 

事 業 所 名  

参加者名（役職） （        ） （        ） 

講 演 会 参加 ・参加しない 参加 ・ 参加しない 

交 流 会 参加（有料） ・参加しない 参加（有料） ・ 参加しない 

所 在 地  TEL  

※E-mail  ※Ｆａｘ  

※欄：今後の『産学官交流会』のご案内を希望される方はご記入願います。 
（原則 E-mail案内とさせていただきます。Ｆａｘでのご希望の場合は、「Ｆａｘ欄」のみご記入下さい。） 

 
本会には、宝くじ 

収益金の一部が使用

されています 

開催日時  平成２７年１１月１９日（木） 

     講演会 17:00～18:30  交流会 18:45～19:45 

会    場  講演会 静岡商工会議所・清水事務所（産業情報プラザ）  ３階 研修室  

     交流会   同 上                  ７階 交流サロン 

講演１ 『 車々間通信で実現する事故防止・自動運転・運転者支援 』     

静岡大学 総合科学技術研究科工学専攻 准教授 石原進氏 

講演２ 『 花は分子によって環境ストレスに適応する 』              

静岡大学 創造科学技術大学院 教授 渡辺修治氏 

第 9 7 回「産学官交流」講演会・交流会 

「未来の高度交通システム／花の環境ストレス適応の紹介」 

 

 



 

講演１ 『 車々間通信で実現する事故防止・自動運転・運転者支援 』 

静岡大学 総合科学技術研究科工学専攻 准教授 石原進氏 

Keyword：高度交通システム(ITS)､車々間通信、運転者支援、自動運転 

IT技術を用いた高度交通システム（ITS）によって自動車を取り巻く世界が今後 10 

年以内に大きく変わろうとしています。米国運輸省道路交通安全局は 2014年、早けれ 

ば 2017年から車々間無線通信機能の新車搭載を義務づけるとの見通しを示しているほ 

か、トヨタは今年 9月 30日、路車間・車々間通信を活用した運転支援システムを年内 

に 3車種に展開して発売すると発表しています。また、自動運転技術は 2017年には高 

速道路での一部実用化、2025年には都市部を含む完全自動運転の実用化が見込まれて 

います。 

本講演では、高度交通システムが目指す未来について紹介します。とくに、無線通信に基づく高度交通システ

ム〜車々間通信による協調型安全運転支援システム、インフラ協調型の安全運転支援システム、情報提供システ

ム〜について最新動向を交えて実用に伴う課題とともに紹介します。また講演者が取り組む車々間通信による「リ

アルタイム画像カーナビ」システム、自動隊列走行に対する通信妨害攻撃に対する対策についての研究成果につ

いて紹介します。 

【略歴】 

1972年生まれ。 

名古屋大学工学部卒業、同大学大学院博士後期課程修了､博士（工学）。主な研究分野は、モバイルネットワーク技術、

アドホックネットワーク、センサネットワーク。近年は車々間通信を用いた車載カメラ映像の共有システム、協調型安全運

転支援システムのための無線通信制御、自動隊列走行システムのための通信制御手法など車々間無線ネットワークに

関する研究のほか、下水管検査のためのセンサネットワーク開発に取り組んでいます。著書には「コンピュータネットワー

ク概論」(共立出版)、「シミュレーション」(共立出版)など。訳書に「802.11 無線ネットワーク管理」（オライリー・ジャパン）が

あります。 

 

講演２  『 花は分子によって環境ストレスに適応する 』 

 静岡大学 創造科学技術大学院 教授 渡辺修治氏 

Keyword: 花、ストレス適応、香り、花芽誘導 

一端地上に発芽発根した植物は、生物的、非生物的な多様なストレスから逃れる代 

わりに多様な環境適応能力を有しています。日本で周年栽培されているバラの花の中 

には、暑い夏の時期だけ香り分子の創り方(生合成経路)を変化させるものがあります。 

また、水田で良く見られるアオウキクサは乾燥すると、子孫を残すための花を咲か 

せる分子を創り出します。このように植物は新たな分子を創ったり、分子を創る方法 

を変えて環境に適応しています。バラの香りと花を咲かせる分子を例に挙げてその仕 

組み:分子機構と分子の活用の夢を語ります。 

【略歴】 

1950年浜松市生まれ。 

静岡大学工学部卒業、東京大学大学院農学系研究科修士・博士(農芸化学専門課程)修了、農学博士、大正製薬株式

会社総合研究所を経て静岡大学に着任。研究・教育：化学、生化学的な研究手法を駆使して生理活性低分子を切り口

にして植物の生理的現象を明らかにしようとしています。最近はバラ、チャ葉の香りの生成機構とその環境要因による変

化、アオウキクサの花芽誘導分子の構造・活性相関研究に注力しています。生体機能分子工学(工学部)、生体機能分子

特論（修士）、ケミカルバイオロジー(博士)の授業を担当しています。趣味は家、庭の改造、油絵です。 

 

 


